
ひとりひとりの特徴を出すのが難しかったけど、出来上がった時に

お母さんが似てるよと、言ってくれてとても嬉しかった。これからも、 

たくさんアイロンビーズを作って、個展をやりたいです。 
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令和６年度第２回あゆみ学園 Q&A 報告書 

第２回「あゆみ学園Ｑ＆Ａ」は①「福祉サービス」②「進路」をテーマに行い、父母の会参加者より自己紹介した

後、テーマ②「進路」についてゲストの方３名に経験談を話していただきました。①「福祉サービス」については参加

者がそれぞれの経験から話をさせていただきました。 

【参加者】父母の会役員３名と豊川・田原・豊橋の会員３名のゲスト、あゆみ学園田中先生、保護者１２名、 

 

１．父母会参加者より簡単に自己紹介 

 

２．「進路」についてゲストの方の経験談 

①田原市在住、現在くすのき学園高校２年生男子の母 

 あゆみ学園には年中まで通い、高山学園へ入園。 

その後の進学はくすのき特別支援学校を希望していたが、自立歩行を安定して行うことが難しく、

理学療法士の先生に相談したところ過去に豊橋特別支援学校からくすのき特別支援学校へ転校した

生徒もいると聞き、「なるほど」と思い、豊橋特別支援学校小学部へ進学。 

その後高山学園の同級生からの誘いもあり小学４年生にくすのき特別支援学校へ転校。 

くすのき特別支援学校には現在３０５人の児童・生徒が在籍。６台のスクールバスが運行してお

り、中学部からは制服（ブレザー）着用で、去年より女子もズボンの着用が認められている。 

小学部の特徴は自立活動が主で、月に一度「てくてくタイム」という学校の周りを１～２㎞歩く

時間がある。 

中学部からは作業訓練がはじまり、春と秋に一週間ずつ校内で実習を行い訓練する。 

高等部へ進学するためには高校受験もあり、生徒は親と離れて運動テストと面接を受ける。高等

部には普通科と産業科があるが普通科の生徒が大多数。作業実習が校内外であるなど進路を意識

した内容になる。 

 

②豊橋市在住、現在地域の中学校２年生男子の母 

年中まであゆみ学園に通う。息子も先生が大好きで様々な刺激を受け、出来ることも増える。朝

早く起きて学園に通うなど生活の基本を作ることが出来た。 

その後、地域の保育園へ入園。その際、自分で１つ１つ保育園を見て回った。入園した保育園で

は加配はつかなかった。 

小学校は地域の小学校へ進学したが、肢体クラスでありながらも精神の子と一緒のクラスになり、
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ケガをすることもあり心配だった。肢体クラスの担任を一人つける必要があることを訴え、学校に

何回も改善を求めたがなかなか上手くいかなかった。 

中学校も地域の中学校を希望したが、最初に希望した学校は設備面、並びに受け入れる先生方の

体制に関してもバリアフリーが十分ではなく、断念。現在通っている中学校は息子が入学するまで

に設備面のバリアフリー化を進めてくれたうえ、先生方も理解があり受け入れに前向きで、環境が

とても良い。授業は支援級ではなく通常級で受けており、授業での必要な支援や移動などの補助を

支援級の先生にお願いしている。中学になると課題も多く、腕の麻痺もあり授業についていくのが

難しい時もあるが、支援級にて先生とマンツーマンでフォローしてもらい課題についていけるよう

にしてくれている。 

この先地域の学校への進学を考えている方には、息子のような実例があることを伝えてもらえれ

ば学校側も考えてくれるきっかけになると思う。 

高校については現在検討中で、いろいろな高校を見学に行っている。あと本人の希望と頑張りも

大切。 

進学先については早め早めに考え、動き始めるようにしている。中学校の検討は小学校４年生か

ら動いていた。受け入れる学校側にも早めに知っておいて欲しいのと、施設を変える際には予算と

の兼ね合いがあるため早すぎるのではないかと思えるタイミングで動いていた。 

 

③豊川市在住、現在豊川特別支援学校高等部１年生男子の母 

あゆみ学園には２年通園。その後地域の幼稚園へ入園し地域の小学校へ進学。地域の中学校を経

て現在は豊川特別支援学校へ通っている。あゆみ学園に通園し始めた頃は座位が不安定だったが。

あゆみ学園のＰＴの先生の指導で歩けるようになった。 

地域の幼稚園で初めて過ごした時、新しい世界に触れてショックを感じているようだった。親と

しては、あゆみ学園で不自由さを持つ子どもに理解も知識もある人々の中で２年過ごした後、地域

の幼稚園に入園したので、あまり知識のない人に息子のことを理解してもらうことが大変だった。

現在は豊川特別支援学校高等部に進学し息子に理解・知識のある人が多く、「楽‼」というのが正直

な感想。地域の幼稚園や小学校に進むことを希望する方は、あゆみ学園にいる間に自身の子供につ

いて理解して、他人に伝えられるようにしておく必要があると思う。 

３．「福祉サービス」について 

父母会の参加者より利用しているサービスを紹介しました。 

利用例① 

高校を卒業して７年目。現在は「生活介護」事業所を月～金曜日毎日利用。２つの施設を利用。

１つの施設は９：００～１７：００で送迎あり。もう１つの施設は行きだけ送迎利用で８：３０～、

帰りは家族が迎えに行き通院などの時間にあてている。 

「居宅介護」は３か所の事業所を利用。ヘルパーが月～金曜日まで来てくれて、お風呂に入れても
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らったり、トイレの介助をお願いしたり、１時間利用。 

「移動支援」は土日で利用。２５歳になり本人も親以外の人と活動することを望むようになったこ

ともあり利用している。買い物に行ったり、映画に行ったり本人の余暇に付き添ってもらっている。 

「短期入所」は本人や相談員、さらに事業所のスタッフとも相談し、親から離れる機会を持ったほ

うが良いと考え利用している。 

利用例② 

「放課後等デイサービス」(以後「放デイ」)は小学部から高校部まで、学校のある月～金曜日と

土曜日も利用。家族以外の人と接する機会が増え、人との関わりが好きなった。また様々な人から

介助されることに抵抗がなくなった。親も時間を持つことが出来るようになり、心身の余裕が出来

る。また仕事を始められるようにもなった。 

利用例③ 

「放デイ」では送迎もあり、また長期休暇の時も利用できる施設もあるので、どこかの施設と契約しておくと良い。

長期休暇の時は時間が短くなる施設もある。「放デイ」は療育の一環なので、利用者を預かるだけではなく利用者

がよりよく生活が出来るようカリキュラムを組んで実施することになっており、子供の成長にもつながる。 

利用例④ 

放課後に近所の子と遊べないので「放デイ」を利用していたが、他の利用者が宿題などの学習支

援を受けていると一人になってしまうため他の「放デイ」の施設を探した。「放デイ」へ何を求め

るのかはっきりさせてから調べて決めたほうが良い。 

利用例⑤ 

「放デイ」の施設はバリアフリー化されている施設が少なく、肢体不自由児の場合利用できると

ころが限られていた。 

中学２年生になり支援員さんから「中学の問題は難しくて教えられない」と言われ、今は「学校支

援のデイサービス」を利用し、送迎はなく時間も１００分と決まっているが、週２で通い、学校の

学習の支援をしてもらっている。 

 

４．質疑応答などフリートーク 

Ｑ．障害のある子を地域の幼稚園や保育園、学校などに入れることを希望する理由について  

 

Ａ­１.園庭開放に行った時の息子が他の子を見る目が普段とは全然違い、すごい刺激を受けて「こ

んな世界があるのか‼」と言わんばかりのびっくりした表情をしていた様子から、いつもと反応が

違うなと考えたが、その園に入園するのはとても不安があり、あらゆる人に意見を聞いた。その時

「この（地域の幼稚園）環境のほうがこの子は伸びるんじゃないか」と言われ、実際に「他の子と

同じように自分もやってみたい」というやる気が本人にも芽生えていたので、地域の園に入園する

ことを決めた。 
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また地域の子供たちに自分の子を知ってほしいし、本人が生活していく中で、息子のような人も社

会の一人として生活していることを地域の人に知っていてもらったほうが、息子も生活がしやすいのではと

いう思いもあった。 

Ａ­２.保育園では刺激の量が多く、出来ることも多くなった。あゆみ学園だと母とずっと一緒に過

ごし例えばオムツも取れなかったが、地域の保育園に入ってからすぐオムツが取れた。みんな当た

り前のように活動していることに一生懸命ついていこうと頑張り、活動量もすごく増え、どんどん

自分の気持ちを伝えられるようになった。入院しなければいけない時も淋しいと言うことはなく、

一人でも楽しく過ごせるようになった。自分の住んでいる所だったら自分で人の輪を広げていかな

いといけないので、地域の小学校への進学は決めていた。将来のことを考え、周りの子に息子のこ

とを知ってもらい、また同級生をつくるためにも登下校もなるべく一緒にさせた。 

…他、フリートークの中であゆみ学園卒業後のイメージを具体的に持っていただけるよう、 

お話させていただきました。 

 

５．あゆみ学園参加者の感想(一部抜粋) 

・支援級のことで学校との交渉で苦労したお話はとても興味深かったです。 

・それぞれの方がどんな進路を選択したか、をお話いただいてとても参考になりました。 

・最後の質問の時間があまり取れなかったのが残念です。子供の状態も様で全体の場で質問しても

いいのかな？と思ってしまうので、個別で聞ける場面があれば有り難いです。 

・「福祉サービス」はあゆみ学園在園中の情報をいただけるけど、その後は個々がアンテナを高く

していないといけないのかなと思いました。 

・自分の子供のことをよく理解して他人に伝えられるようにした方が良いという意見に最もだと思

いました。 

・「放デイ」などを利用する必要があるときに、利用条件や事業所についてなど聞ける環境があれ

ばと思います。父母の会と繋がっていたいと思いました。 

以上 

次回は１１月２６日㈫を予定しています 
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愛肢連定期総会の感想 №１ 

♡
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愛肢連定期総会の感想 №２ 
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八木克勝 氏 

第２３回豊障連大会 
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   青い鳥郵便はがき寄付のお礼 
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大場梅歌 おおばうめか 
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９月２２日（日）  野外療育訓練会・豊橋総合動植物園 

９月２９日（日）  さくらピア減災学習「お口の健康を考えよう」・さくらピア  

１０月１２日（土）  大人のお茶会・あいトピア 

１０月１３日（日）  豊障連体育祭・さくらピア  

１０月１３日（日）【雨天予備日 14 日（祝）】ホースセラピー体験会・ピッコロファーム 

（田原市父母の会主催） 

１１月 ４日（月・祝）  愛肢連わいわいカーニバル・岡崎市中央総合公園  

１１月１０日（日） ボランティアのつどい・さくらピア 

１１月１２日（火）～１７日（日）  豊障連さくらピア文化祭・さくらピア 

１１月１６・１７日（土・日） 東三ブロック療育訓練会・ホテルシーパレス 

１１月２６日（木）○父母の会Ｑ＆Ａ委員会・あゆみ学園 

１２月 ７日（土）○県心身協福祉大会・愛知県社会福祉会館 

１２月２２日（日） クリスマス会・あいトピア 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

※予定は順次ご案内いたしますが、急な変更・中止となる場合がございます。ご了承のほどお願い致します。 

 

☆あとがき☆ 

・今回の表紙は足立直生さんの作品です。素敵な作品をありがとうございます。 

・「父母の会ふれあい短期介護支援」「父母の会入院付添い支援」を活用しましょう。短期介護支援や

入院付添い支援は緊急時や入院時に見てもらう人がいないとき、同居以外の親族等にみてもらい、その

介護支援費用（1 日 4 時間以上・5,300 円）のうち 4,500 円を父母の会で負担するものです。使ってみた

いと思われた時、分からない事があった時には遠慮せずにご相談ください。会員の皆さまのご意見、ご

要望を受けてより利用しやすい事業にしていきたいと思っています。 

・みなさん日頃の困ったこと、悩み事、少しだけだけど聞きたいことはありませんか？もし誰かに話し

た く な っ た ら ま ず は … fubonokai.hosyoren@gmail.com メ ー ル ま た は 父 母 の 会 公 式 line 
https://lin.ee/VrR6vKh に！！当会相談員が返信させていただきますね。（守秘義務は厳守します） 

・原稿や感想文を寄せていただいた方には、クオカードをプレゼントしています。積極的に投稿をお願

いします。 
・新会員も大募集中です。隣近所でまだ父母の会に入会されていない方がありましたら是非ご紹介くだ

さい。手帳をお持ちであれば障害の種別は問いません。 
・年会費は￥2,000 です。年会費は振込みも出来ます。年会費がまだ納めてない方は下記の振込先に振

り込みをお願いします。（できるだけ同封しています振込用紙をご使用ください） 

ゆうちょ銀行  口座番号 00840-1-135126  加入者名  豊橋市肢体不自由児 ( 者 ) 父母の会         

ゆうちょ以外の銀行等からの振込の場合 ゆうちょ銀行:店番 089 口座番号 0135126 口座名:同上 

＜お願い＞                                             
・いろいろな行事について出席のご返事のあと変更になった場合は 後藤 まで電話または FAX かメール 

にてご連絡お願いいたします。掲載したいミニ情報もこちらまでよろしくお願いします。 
 TEL：090-5455-9243   FAX：0532-61-5032  E-mail：melanie-hg@hi3.enjoy.ne.jp  

〇印の参加募集はありません 


